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第９回 総務文教小委員会 

 

 

○日 時 平成１６年５月１９日（水） 午後３時 

○会 場 木曽川町役場３階 大委員会室 

 

○出席委員（９名） 

委員長 梶田 信三 一宮市議会議員   副委員長 川井  勇 木曽川町議会議員 

委 員 天野  彰 尾西市議会議員    委 員 常川 雄次 一宮市学識経験者 

〃  友定 良枝 一宮市学識経験者    〃  青木 隆子 尾西市学識経験者 

 〃  橋本 照夫 尾西市学識経験者    〃  葛谷 昭吾 木曽川町学識経験者 

 〃  松村真早美 木曽川町学識経験者 

 

○議事日程 

 １．開会 

 ２．議題  

  協議事項 

   協議総文第２８号 特別職の身分の取扱いについて 

   協議総文第２９号 事務組織及び機構の取扱いについて 

   協議総文第３０号 窓口業務について 

 ３．その他 

  総務文教小委員会の日程について 

 ４．閉会 
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午後３時００分 開会 

 

○森 輝義事務局長 

 お待たせいたしました。皆様おそろいになりましたので、ただいまから「第９回一宮市・

尾西市・木曽川町合併協議会 総務文教小委員会」を開催いたします。 

 本日の出席状況は、委員総数９名全員がご出席となっており、小委員会規程第６条第２

項の規定により、開催要件を満たしておりますことをご報告申し上げます。 

 それでは、梶田委員長さん、よろしくお願い申し上げます。 

○梶田 信三委員長 

 皆さん、こんにちは。大変天気が悪くなってまいりまして、足元の悪い中お集まりいた

だきまして、ありがとうございます。第９回の総務文教小委員会でございますが、いよい

よ迫ってまいりまして、もうそろそろということでございますが、今回も前回提案されま

した事項について、お持ち帰りいただいたと思いますので、皆様方のご協議の方、よろし

くお願い申し上げたいと思います。 

 それでは、協議項目総務文教第 28 号、協定項目 11 の「特別職の身分の取扱いについて」

を議題とさせていただきます。 

 まず、先回提案されました調整方針（案）について、事務局から朗読をお願いいたしま

す。 

 事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 それでは、お手元の次第をはねていただきまして、１ページをお願い申し上げます。協

議総文第 28 号「特別職の身分の取扱いについて（協定項目第 11 号）」でございます。調整

方針、読ませていただきます。 

 尾西市及び木曽川町の常勤の特別職（教育長を含む）は、失職するものとする。 

 以上でございます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 この件につきましては、先回、各市町にお持ち帰りいただきまして検討されたと思いま

すが、ご意見等ございましたら、お願いしたいと思います。いかがでございましょうか。

特にご発言はございませんか。 

 特にご質問等ございませんので、協議総文第 28 号については原案のとおり承認すること

にご異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。それでは、協議総文第 28 号は原案のとおり承認されま

した。 

 続きまして、協議総文第 29 号、協定項目 13「事務組織及び機構の取扱いについて」を
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議題とさせていただきます。 

 まず、先回提案されました調整方針（案）について、事務局から朗読をお願いします。 

 事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 それでは、次第の２ページをお願い申し上げます。協議総文第 29 号「事務組織および機

構の取扱いについて（協定項目第 13 号）」でございます。調整方針でございます。 

 （１）「新市における事務組織・機構の整備方針」に基づき、一宮市の組織を基本に統合

する。なお、一宮市にない組織は所管の部に帰属させるものとする。 

 （２）部署の配置は、一宮庁舎・尾西庁舎・木曽川庁舎に機能を分散させる分庁方式と

し、原則、部局単位の配置とするものとする。①尾西庁舎には建設部門及び水道部門（一

部除く）を配置する。②木曽川庁舎には教育部門を配置する。③一宮庁舎には、これ以外

の企画・管理部門等を配置する。 

 （３）尾西庁舎・木曽川庁舎には窓口部門を設置するものとする。 

 以上でございます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 この件につきましても、お持ち帰りいただいて検討された結果、ご意見等ございました

らお願いしたいと思います。いかがでございましょうか。 

○友定 良枝委員 

 すみません。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○友定 良枝委員 

 お願いが３つと質問が１つあるのですけれど、一宮市の組織を基本に統合するとなって

いますけど、尾西市・木曽川町・一宮市、それぞれお互いのいいところを残して統合して

いただきたいということと、２つ目は、よりよい市民サービスをするためには、職員の方

がやる気とか働きがいがある組織をつくっていただきたいというのと、３つ目は、統合す

るときに、無駄を見直すということをしていただきたいと思うのですけど、その３つがお

願いと、あとは統合するときに、例えば第三者的な、民間企業でいうと経営コンサルタン

ト的な人が大なたを振るうのか、人事部の方がそういうことをされるのか、どういう権限

でされるのかちょっと教えていただきたいのですけれど。 

○梶田 信三委員長 

 はい、事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 まず一番最後の、どういう権限で、どこの部署のものがといったことから先にお答えさ

せていただきたいと思いますが、これは前回、この組織のところで私の方から説明をさせ

ていただいたように、２市１町の組織担当の分科会で議論をするといったことでございま
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す。今、民間のコンサルタントに委託してといったお話もありましたけれども、確かに機

能的な組織をつくるには、そういった専門家のお知恵を借りるのも大事なのかもしれませ

んが、民間と役所の大きな違いは、民間はやはり営利追求を第一の目的とするところがご

ざいます。それに反して行政の目的は、住民の皆様にいかに均一な福祉サービスを提供す

るかといったことでございまして、コンサルタントのお知恵を借りれば、それはそれで住

民の皆様に対するサービスを高めるためにも必要な組織ができるのかもしれませんが、い

わゆる費用対効果の話でございまして、幾ばくかの費用を払うわけでございますから、そ

ういった費用を払ってまでやるべきことかという議論はされるべきであろうと思っており

ます。今のところは事務担当者の方で協議をし、最終的には２市１町の市長、町長に了解

を得て、組織は固めてまいりたいと考えています。 

 それから、お願いといいますか、３点ほどおっしゃられまして、一宮市を基本にという

ことであるが、尾西市と木曽川町のいいところを残したらどうかといったご質問でありま

す。前回の附属資料を見ていただきますと、人口が多いものですから、どうしても一宮市

の組織が一番大きな組織になっています。大きな組織というか、細部に分かれているとい

った方がいいのかもしれません。これがやはり、どうしても基本にならざるをえないとい

ったところでございます。 

 先ほど、説明の中で申し上げたように、今、一宮市にない組織は所管の部に帰属させる

といったことで、尾西市と木曽川町の組織が一宮市にないからといって抹消してしまうと

いったことはありません。これはこのまま残していきたいと。これがいいところを残すと

いったことにイコールになるかどうかは別物かもしれませんが、とりあえず一番大きな組

織である一宮市の組織を基本とさせていただいて、尾西市と木曽川町の独自のものは残し

ていきたいといったところでご理解をいただきたいと思います。 

 ２番目の職員のやる気ということでございますが、これは前回「新市における事務組織・

機構の整備方針」というのを述べさせていただきました。附属資料の４ページでございま

す。この中に、どのように整備をしていくのかといったことで、①から⑧までの項目を挙

げております。その８つの基本的な方針に則り、組織の整備をしていくといったことでご

ざいます。 

 その中に⑥の「指揮命令系統が明確な組織・機構」⑦の「職員の能力を充分に活用でき

る組織・機構」といったことを掲げております。これは具体的にどうするのだといったこ

とでございますけれども、その組織の種類といいますか、部の成り立ちといいますか、そ

ういったことによっても若干違ってまいりますので、一様には申し上げにくいのでありま

すが、できるだけ組織担当あるいは人事担当としては、そういった職員の能力が十分発揮

できるような機構にしてまいるといったことで、その意思表明ととらえていただきたいと

思います。 

 それと、無駄をなくすといったことでございますけれども、今、私どもの組織の中で無

駄があるとは考えておりません。ただ、新市の建設計画の中で、今後、合併した後の組織

といいますか、施設の見直し等も一つの項目として掲げられております。これは、合併が
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住民の福祉の向上に資するというのが第１であるのはもちろんでありますけれども、もう

一つの合併の大きな目的として、やはり行政改革という一面はありますので、そういった

無駄とは考えておりませんけれども、より効率的な組織あるいは機構の改革といったとこ

ろは、少し中長期的な課題になろうかと思いますけれども念頭において、今後も組織につ

いて考えていきたいといったことでございます。お答えになったかどうかわかりませんけ

れども、よろしくお願い申し上げます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、よろしいですか。 

○友定 良枝委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 友定委員のおっしゃることは、全くもっともなことでございまして、これはこれからも

そのように進められると思いますし、新市になりましたら、新市の議会でもその辺のこと

は協議があると思います。 

 他にご意見はございませんでしょうか。 

○友定 良枝委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 どうぞ。 

○友定 良枝委員 

 すみません。先回、聞きそびれてしまったのですけど、尾西市の助役さんに聞いた質問

で、期限的にはいつごろになるか、見通しを聞くのを忘れていたのですけれど。 

 歯どめというか、チェック機構について。速やかに、みたいなことを言われたのですけ

れど。 

○山内 勝美副幹事長 

 先回、お尋ねになりましたのは、尾西市の庁舎に建設部門が入る予定という話から、尾

西市で建設に関連して不祥事がありました件で、今後このようなことはよろしいかという

ご質問だったかと思いますが、そのことでしょうか。 

○友定 良枝委員 

 はい。 

○山内 勝美副幹事長 

 それにつきましては、私どもでは、二度とあのようなことは起こらなくするためにも、

職員につきましては要綱を２点ほど今、準備しております。それから、議会サイドにおき

ましても、今、議会の方で審議をされておりますが、それが出そろえば早急にというお話

をさせていただきました。まだ議会の方がはっきりしておりませんが、職員側につきまし

ては、不当防止行為等に関するものですとか職員の倫理規定、そのようなものにつきまし

ては既にほぼ出来上がっておりますので、できれば議会の方の関係と同時に公表したい、
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このようなことを今、思っております。ですから、いつということは、まだはっきり申し

上げられませんが、近々にという状況でございます。 

○梶田 信三委員長 

 よろしいですか。 

 他にございますでしょうか。 

○橋本 照夫委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。橋本委員。 

○橋本 照夫委員 

 先ほどの友定委員のご発言の中に無駄ということがありまして、まさに我々市民の立場

からすると、そういうことを痛切に思うわけです。その最たるものが、合併すると、今回

の議案とは少し意味合いが違って申し訳ないのですが、職員の数がどうしても市民から見

ると無駄ではないかと思える部分がかなり感じられるわけですが、公務員ですから整理す

るというわけには、多分いかないだろうと思います。ですから、どの条項でうたえるかど

うかは別として、何か特別に希望退職を募るとか、そうしてでも減を図るということは、

必要ではないかと思うのです。今日の議題は組織ですから違うのですけれども、333 人削

減と言われましたけれど、これは自然減に近い数字であるだけです。 

 なぜそういうことをお尋ねするかといいますと、尾西庁舎の場合には建設部門と水道部

門が来るわけですけれども、それにしても数からいけば、かなり少なくて済むのではない

かという気がします。これは少し本日の議題とは違うのかもしれませんけれども、その辺、

お尋ねしたいと思います。 

○梶田 信三委員長 

 事務局、いいですか。 

○伊神 正文事務局課長 

 職員の件でございます。今、橋本委員さんの方から、数字も出たようですけれども、建

設計画の中の財政推計で、10 年間で 333 人減らすと。これは当てがあってこの 333 という

数字を出したわけではなく、中核市である岡崎市並みにすべきであろうと。岡崎市と、今、

２市１町の職員の総和を比べた場合、その程度多いものですから、10 年間で 333 人減らし

て合理化に努めるといったことで、財政シミュレーション上はそのようになっております。 

 確かに、合併した場合に職員の身分というのは、合併特例法の中で「合併を機に解雇し

てはならない」と明記されておりますので、解雇はできません。当面は、全体２市１町の

職員をすべて新しい市で抱えることになってまいります。今の管理部門とか総合部門とい

ったところは当然２市１町の合計よりも少なくて済むといったことは確かにあろうかと思

います。 

 ただ、もう一方の見方といたしまして、やはり２市１町で分庁方式をとるわけでござい

ますので、今までのように尾西市役所、木曽川町役場において、すべてそこへ出向けば、
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どのような種類の用事も片づくといったふうにはまいりません。分庁方式ですので、建設

部は尾西庁舎、それから教育委員会が木曽川庁舎、もちろん窓口部門は設置されるわけで

ございますけれども、そういったときにやはり合併して不便だということを住民の方が感

じられるようでは、いけないと思います。ですから、最初は今、橋本委員さんがおっしゃ

ったように、若干多いのかなといった職員配置にはなろうかと思いますが、そういった面

もありますので、何とぞご理解をいただきたいと思います。 

 それと、この職員の削減については、333 というのは正確な根拠はないと申し上げまし

た。前回もこれはお認めいただいているところですけれども、一般職の職員の身分の取扱

いというのは、皆様方にご議論いただいて、ご決定いただいたところでございます。その

中に３番といたしまして、「職員数については定員適正化計画を策定し、定員管理の適正化

に努めるものとする」といった文言を一文入れさせていただいて、これもご決定いただい

ております。ですから、333 人が本当に適正なのか、机上できっちり計算した数字ではご

ざいませんので、この適正化計画を合併後速やかに立てることによって、今、橋本委員さ

んがおっしゃったように、333 ではなくて 400、500 といった職員がいらないといったこと

になるかもしれません。また逆にサービスを提供するためには 300 人も減らせないといっ

たことになるかもしれません。それはわかりませんけれども、実際に住民の方にサービス

を提供するのに過不足ない職員数、この計画を新市になってから速やかにつくって、その

計画に則り、適正な職員の数にしていきたいといったことでお願いしたいと思います。 

○橋本 照夫委員 

 はい、ありがとうございます。 

 もう一つ、これは要望なのですけれども、確かに私が具体的にその数字を云々というこ

とを意図したわけではありません。我々はわかりませんので。こういう組織を動かそうと

いうのは、大変なエネルギーがいると思うのです。問題は合併後の方が大変なエネルギー

がいると思っておりますし、特に組織とか機構というものを変える場合には、これは多分

首長の権限だろうと思うのですけれども、非常に大変な作業になると思います。今までの

いろいろな調整、すり合わせ等も、大変な作業だったと思うのですが、逆に言うなら合併

後の方が大変だろうと我々は思うわけでありますので、少なくとも市民の目から見て、な

るほど、よくやったという評価がいただけるような、組織とか機構にしていただきたいと

いうことを要望しておきます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 他にご意見はございませんでしょうか。 

○青木 隆子委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○青木 隆子委員 
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 すみません。前回のときにお願いしたことで、児童虐待に関する窓口の件で、担当を尾

西市と木曽川町の方へ残した方がいいのではないかという意見を述べさせていただいたの

ですけれども、そのときに相談の頻度によってそういうところを設けることも考えられる

とお返事をいただいたと思います。 

 児童虐待の通告も含めて、児童相談の窓口ですとか、子育て支援、家庭支援、それぞれ

たくさんのサービスを準備できる市町村に今度は一本化されることになるのですけれども、

やはり児童相談所は、今は一宮市に一宮児童相談所、相談センターがありますけれども、

これが中核市においても設置が図られるようにすることが望ましいという意見も中には出

ています。そのくらい結構重要視されていることなのです。やはり児童相談所の方たちと

か、そちらにかかわっていらっしゃる、私たちもそうですけれども、すごく必要性を感じ

るのと、そういう相談体制の実現には、現行相談体制の見直しでありますとか、職員の配

置、予算など、これは児童相談所の方から出ている資料にあるのですけれども、超える必

要のあるハードルが多く予想されます。やはり市の方が感じられるのとはまた違って、直

接かかわっている人たちはすごく必要と感じていると思います。 

 新市になって窓口という形で残されないとしても、近所といいますか、そちらの方面に

多くアンテナを広げていただいて、もし必要ならば素早く対応していただけるようにお願

いしたいと思います。 

○梶田 信三委員長 

 はい、事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 今、委員さんの発言で、私の前回の発言も復唱いただいたわけでございますが、確かに

17 年４月１日から法が改正になって、児童相談所というのはこのときには市町村の後方支

援だと。児童相談に関して市町村が担う役割をもう一度明確化するといったようなことに

なるようであります。 

 一宮市におきましては、もう既に専任の児童相談の職員、係長クラスを配置して、今、

対応いたしております。前回、２市１町で、今の段階ではそれほど頻度が多くなく、尾西

市と木曽川町にその担当を設置することは考えていないと私の方からお答えさせていただ

きましたけれども、今の委員さんの発言のとおり、これは先ほど言いました窓口の話にな

ってまいりますが、最初にこういった体系をとったから、今後はどんなことがあってもし

ばらくは変えないといったことではありません。前回も説明させていただいたように、合

併後の業務量の変化や地域住民の利用状況を踏まえ、段階的に再編、見直しを行うといっ

たことは、柔軟に対応してまいりたいといったことでございますので、この件に関しまし

ては、もしこういうことが具体的にあれば、速やかに対応していくという考えでおります

ので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○梶田 信三委員長 

 よろしいでしょうか。 

○青木 隆子委員 
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 はい、よろしくお願いします。 

○梶田 信三委員長 

 はい、是非よろしくお願いします。 

 他にご質問・ご意見等ございましたら。 

○橋本 照夫委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○橋本 照夫委員 

 ただいま、青木委員からのご質問に少し関連するようなことでございます。これもまた

本来では直接的には関係ない事かもしれませんが、機構のところで、どうしてもこれもお

願いしたいと思いますことが、これは私ごとですけれども、小学生高学年と中学生を対象

とした、薬物乱用防止の委員に任命されましたが、各小中学校に行って、薬物乱用はこれ

ぐらい危険だよということを教えようという運動にとりかかったわけです。窓口が違って、

これは教育委員会からですが。 

 なぜ私があえてこのようなことを申し上げるかといいますと、ちょうどそのときに小牧

市が教育委員会で聞いて、不登校とか問題児の数、実際にどのくらいあるのか見当がつか

ないなと。そこで教育委員会に聞いたら、「いや、その問題はそんなにはありません」とい

うお話だったけれども、我々民間の者が調査をしたら、実に 300 人いた。これは大変だと

いうことで、我々民間の手でそういうことを調べて、問題があるということがわかったけ

れども、役所というところは皆さん、申し訳ないのですけれども、これは教育委員会の方

だとおっしゃられるかもしれないけれども、そういうことが見過ごされているのです。本

当は担当は俺の方ではない、役所だとか、いろいろそういう問題が出まして、我々はどち

らへそれをアプローチしていいのか、今、そういう話合いをしている最中ですけれども、

きっとこのような問題は一宮市・木曽川町・尾西市にもあると思うのです。どうしても縦

割りというのは、官の通常言われる組織みたいになるわけですけれども、これはやはり連

携をとっていただいて、合併後も全市で統一し、お力添えをいただきたいと思います。我々

のできる範囲、本当のボランティアですけれども、薬物を乱用すると人生を失うよという

ことを、教育の場あるいは警察の人たちから言うのではなくて、我々がやりましょうとい

うことで、今、正直言いますと全国的に運動を行いかけたところなのです。そんなことで

またお願いすることがあろうかと思うのですが、そこら辺のところも相談できる、そうい

う機構をつくっていただきたいと思います。これは要望でありますけれども、お願いした

いと思います。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。このようなご意見が出ましたので、また何かの機会に

その辺のご意見もこのところに反映するように、また検討してください。よろしくお願い

します。 
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 他には。 

○友定 良枝委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○友定 良枝委員 

 すみません。中核市になるということで、保健所の権限が増えるというのを以前聞いた

ような気がするのですけど、ここには出てこないのか関係ないのかわからないのですけれ

ど、それに対しての説明は、いつしていただけるのですか。 

○梶田 信三委員長 

 事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 ２市１町が合併いたしますと、面積が 100 平方キロメートルを超え、人口も 30 万人を超

えますので、いわゆる中核市の要件を満たすことになります。財政計画上は平成 21 年度に

中核市に移行するといったことで推計をしておりますけれども、保健所の機能が増えると

いうことではなく、保健所というのは今、県の所管事務事業であります。それは中核市に

なると、保健所の業務、運営を中核市の方が担うといったことになってくるわけでござい

ます。現在の推計上は中核市に合併後速やかになるわけではございませんので、保健所と

いう言葉は出てきませんし、現時点で県がやっていることでございますが、保健所の業務

というのは変わりありません。以上でございます。 

○友定 良枝委員 

 ということは、すぐにこの組織表に表れるということではなくて、21 年度からまた何か

そういうふうに出てくると理解すればいいのですね。 

○梶田 信三委員長 

 はい、事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 21 年度に中核市というのは、財政推計上にそこに置いたといったことでございますので、

全国でも中核市の条件を満たしながら、まだ中核市になっていないところが、東京の八王

子とかあります。ですから、必ずしも条件を満たすからといって中核市にならなければな

らないというものではありません。これはあくまでも財政推計上ですので、21 年度に必ず

なるかどうかというのは、今の段階でははっきり申し上げられません。なるという想定だ

けとご理解いただきたいと思います。 

○梶田 信三委員長 

 はい、あとは。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。他にご質問等ございませんので、協議総文第 29 号につきまして

は、原案のとおり承認することでご異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。それでは協議総文第 29 号は原案のとおり承認されまし

た。 

 続きまして、協議総文第 30 号、協定項目第 23－８「窓口業務について」を議題とさせ

ていただきます。 

 まず、先回提案をされました調整方針（案）につきまして、事務局から朗読をお願いい

たします。 

 事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 ３ページをお願い申し上げます。協議総文第 30 号「窓口業務について（協定項目第 23

－８号）」調整方針でございます。 

 窓口業務については、できる限り住民サービスの低下を招かないよう十分配慮し、また、

合併後の業務量の変化や地域住民の利用動向を踏まえ、段階的に再編、見直しを行うもの

とする。 

 （１）一宮市出張所、尾西市南部公民館、尾西市老人憩いの家での取扱い業務は現行の

とおりとする。 

 （２）尾西庁舎、木曽川庁舎での取扱い業務は、一宮市出張所取扱い業務を基本的に、

とりわけ福祉部門の窓口業務については、原則、一宮庁舎と同等の業務内容となるよう、

合併時までに調整に努めるものとする。 

 以上でございます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 この件につきまして、委員の皆様方のご意見等ございましたらお願いいたします。 

いかがでございましょうか。特別にご意見ございませんでしょうか。よろしいですか。 

 特別にご意見等もございませんようですので、協議総文第 30 号につきましては、原案の

とおり承認することでご異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○梶田 信三委員長 

 ありがとうございました。それでは、協議総文第 30 号は原案のとおり承認されました。 

 これをもちまして本日の協議事項はすべて終了いたしました。 

 それでは、その他といたしまして、総務文教小委員会の日程について事務局からご説明

をお願いします。 

○森 輝義事務局長 

 それでは、その他「総務文教小委員会の日程」につきましてご説明を申し上げます。 

 当総務文教小委員会につきましては、本日、皆様方にご熱心に協議していただきました

議題をもちまして、当初付託を予定しておりました協定項目の協議がほぼ終了したところ

でございます。従いまして、本日の小委員会をもちまして、総務文教小委員会を一応終了
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したいと考えているところでございます。 

 なお、今後、協議すべき事項が生じました場合には、改めて事前に皆様方に文書にてご

通知申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 その他につきましては以上でございます。 

○梶田 信三委員長 

 はい、ありがとうございました。 

○青木 隆子委員 

 すみません。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○青木 隆子委員 

 すみません、一点お伺いしたいのですけれども、今までいろいろな協議項目の中に一宮

市の連区の項目が、いろいろなことに関して出てきているのですけれども、この連区をど

うするかという調整というのは、この総務文教小委員会には挙がってこないということで

すね。その連区によって尾西市や木曽川町で変わってくるものがあると思うのですけれど

も、その調整というのはどこかでされていて、そこに伺えばご明言をいただけるというこ

とでしょうか。 

○梶田 信三委員長 

 事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 これは、10 月 24 日の第２回総務文教小委員会の協議事項といたしまして、「コミュニテ

ィ施策」というのを挙げさせていただきました。その中に町内会の関係事業として、町内

会の組織が２市１町違います。それから、行政の方からお支払いする委託料とか補助金の

額も違います。こういったことについては、一定期間内に調整をさせてくださいというこ

とでご提案申し上げ、一応決定いただいていると私どもの方は理解いたしております。 

 町内会というのはもともと町内会組織を行政の、言葉は悪いのですけれども、末端の機

関としてご利用させていただいているというのが実情だと思いますが、そもそも町内会と

いうのは任意の団体であります。行政が合併するからといって、町内会もどこどこになら

えとか、どこどこに統一というのを一方的に行政側からは言うわけにはまいりません。 

 では、どうするのかといえば、青木委員さんがおっしゃったように、町内会に関連する

業務というのは、かなり数多くあります。速やかに統一されるのが望ましいことではあり

ますけれども、今、申しました理由によって、町内会の皆様方のご意見を聞きながらやっ

ていかなければいけないことでございますので、一定期間内にというのは期間を明言して

おりませんけれども、これは今、おっしゃったように、できるだけ早くやらないとその他

の業務に支障が出てくるというのは、私どもも同じ考えでございます。担当の方、これは

合併が決まらないとなかなか入れないものですから、今年度中にも、それぞれの市町の町

内に入って、ご意見を聞きながら調整を速やかに進めていく、そういうつもりでおります
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ので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○梶田 信三委員長 

 よろしいですか。はい。 

○天野 彰委員 

 よろしいでしょうか。 

○梶田 信三委員長 

 はい、どうぞ。 

○天野 彰委員 

 たまたま連区の話が出たものですから。 

 合併してから調整するという方針が決まっているようですけれども、今の事務局のお話

ですと、その調整期間、２年なり３年なりになるのかわかりませんけれども、その間は現

在の尾西市とか木曽川町の組織でやっていくということになるのでしょうか。一宮市の連

区方式と私どもの区長方式がありますけれども、組織といいますか、かなり細分化してい

るものですから、この連区方式に変えるということになりますと、かなり混乱するのでは

ないかなと予想されるものですから、なかなかそう簡単には調整というのは難しいなと思

います。そういうことも含めて、青木委員さんも心配してみえると思うのですけれどもい

かがでしょうか。 

○梶田 信三委員長 

 どうぞ。 

○伊神 正文事務局課長 

 まず１点目でございますが、この調整する間は現行のままかというご質問ですが、これ

はそのとおりでございます。次に２点目でありますが、調整を図るということですので、

今の時点で一宮の連区制度に尾西市・木曽川町が合わせるといったことにはなっておりま

せん。それは今後の協議の内容によって決まるものだと思います。 

 ただ、今、委員さんがおっしゃったように、かなり悩ましいというか、一様にはなかな

かいかない難しい問題ではあると思います。これは長年その地域で築かれた歴史とか経緯

がございますので、一朝一夕にというわけにはまいりません。ですから、できるだけ速や

かにと言いつつも、少し時間がかかるかなという危惧も持っております。 

○天野 彰委員 

 一宮市の連区方式で行うとは決めていないから、全体として見直しをかけながら調整を

図っていくということであればいいですけれども、あえて申し上げますけれども、今の一

宮市の連区方式そのものについても、大きな連区もあれば小さな連区もあるということで、

いろいろな問題があるのではないかなと私は思っているわけですけれども、そういうこと

で、かなりこの調整というのは難しいのかなと思います。 

 尾西市の区長は今、51 区長おりますけれども、その中でやはり区長配下の戸数でもばら

つきがありまして、この際、見直しした方がいいのではないかという話は出ますけれども、

いざ、区長を減らすとか、あるところは区長を増やすとか、そういう話になりますと、大
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変難しい話になってしまって、依然としてそのままで、なかなかそういう組織を変えると

いうことは非常に難しいと思いますので、心配はしております。 

○梶田 信三委員長 

 わかりました。先ほども事務局側の説明にもございましたように、それぞれの町内会の

よってきたる歴史というか伝統といいますと、いろいろあると思います。一朝一夕で同じ

ということにはならないと思いますので、ある程度時間をかけて調整されることだと理解

しております。 

 はい、どうぞ。 

○友定 良枝委員 

 今の話で質問なのですけれども、新市の方で地域審議会というのができるという話だっ

たのですけれども、そこで討議されるということなのでしょうか。事務局、教えてくださ

い。 

○梶田 信三委員長 

 はい、事務局。 

○伊神 正文事務局課長 

 地域審議会の主な所掌事務といたしましては、建設計画をつくりますので、建設計画に

位置づけられた事業がどのような進行状況なのかを確認していくことがメインでございま

す。今、町内会の組織のあり方については、地域審議会というのは尾西市と木曽川町にそ

れぞれ置かれるわけでございますので、単体で議論できる話ではありません。ですから地

域審議会の協議事項ではなく、町内会担当部署で、２市１町の町内会の皆様方のご意見を

聞きながら進めていく作業になってくると思っております。 

○梶田 信三委員長 

 よろしいでしょうか。 

○友定 良枝委員 

 はい。 

○梶田 信三委員長 

 それでは、改めまして締めさせていただきます。 

 熱心に総務文教小委員会、討議をしていただきましたけれども、ただいま事務局の説明

のように、今回、第９回の総務文教小委員会の会合をもって、一応の区切りということで

ございました。９回にわたりまして熱心にご討議いただき、ありがとうございました。至

らない委員長でございましたけれども、大変お世話になりました。ありがとうございまし

た。まだ全体協議会は続くようでございますので、またそちらの方はよろしくお願いした

いと思います。本日はどうもありがとうございました。 
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午後３時４０分 閉会 
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